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自己紹介

◼ １９７６年 富士通株式会社入社 システム部門にて人材育成事業に従事する

◼ １９８８年 オーストラリア駐在 富士通グループ海外人材育成の拠点運営

◼ １９９５年 英、米、日本の３拠点で２４時間サポートにょるグローバルeラーニングサービス提供を開始

◼ ２００５年 特非営利活動法人日本イーラーニングコンソシアム 理事就任

◼ ２０１１年 株式会社富士通ラーニングメディア 代表取締役社長 就任

◼ ２０１３年 日本イーラーニングコンソシアム 会長就任、 現在に至る

◼ 併せて マイクロラーニングコンソシアム理事

一般財団法人e-Learning Initiative Japan理事

一般社団法人eラーニングアワードフォーラム実行委員 等を務める
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日本イーラーニングコンソシアムのご紹介

日本イーラーニングコンソシアム（eLC）とは
■eラーニングの普及促進、啓蒙を目的に2001年に発足したNPO法人
■ 法人会員数：63（正会員：46、準会員：17）、個人会員：14名

eLCの主な3つの活動
1) eラーニング関連技術の標準化推進 ＜SCORM・xAPI・cmi5等＞
2) eラーニング専門家の育成 ＜eラーニングプロフェッショナル資格制度＞
3) eラーニング関連の情報提供＜Webサイト・カンファレンス・市場調査報告＞

eLCの重点強化活動
1) Future of Learning委員会
2) ユーザー委員会
3)会員増強委員会

4) 地域拡大委員会
5) グローバル推進委員会



環境認識
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VUCAワールドの到来

世界はますます

変化が激しく （Volatility）

不確実で （Uncertainty）

複雑性に満ち （Complexity）

暖昧に （Ambiguity）

（IMD（国際経営開発研究所）ドミニク・テュルパン学長）

デジタル化の潮流は全産業に影響する



◼テクノロジー視点では、夢や空想していたことが実現できるようになってきた

デジタルテクノロジーにより紡ぐ力（変革）が急速拡大

AI

IoT

アナリティクス

ビッグデータ

新たな
価値創出



大きな変化が予測される

100歳まで生きる
50 %

自動運転車
2020

日本の
生産年齢人口

51%

AIが仕事を代替する
47 %

年代

出典： 『FUjistsu Technology and Service Vision 2017』より



◼ 技術は常に、利用者の利便性を高めるために、古来の業界構造を破壊し、

既存の仕事を奪いながら進展してきているといっても過言ではない。

タクシー業界 ホテル業界 製造業 金融業

出典 : ITR内山氏の資料を元に作成

UBER Airbnb 3D/IoT FINTECH

破壊的イノベーションの波



時代遅れとなる恐怖(Fear of Becoming Obsolete)を感じるか
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出典：GEグローバルイノベーションバロメーターより抜粋

テクノロジーに関する世界の経営層の意識1



どの国がイノベーションチャンピオンと考えるか
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出典：GEグローバルイノベーションバロメーターより抜粋

テクノロジーに関する世界の経営層の意識2



これまでの人材育成を省みる



どのような人材育成をしてきたか

真理や原理
に基づく知識

正しい知識を
身に付ける

良心や信条
で生きる行動

人材育成を支える基本価値は
「正しさ」にあった



「正しさ」を持ちつつ現実と付き合う

正

「正しさ」が建前と知りつつ、
懐疑する力と、先を見据える想像力



企業に必要な人材像とは

従 来

・正しく業務遂行できる
・正しい知識を習得

現 在 ・ 将 来

・懐疑の視点で考える
・対話を通じて判断する
・想像力と創造力



創造する
（イノベーテ
ィブ）

対話重視で
思慮する

本当か？ と
疑ってみる

正しさの
活用法を
想像する

今後、企業が求める人材とは

基本に

正しさ
あり



ｅラーニングによる学びの変革

「正しい」知識 で 現実直視 せよ！

受講型 から コミュニティ対話 を！

知識受入 から 活用法を創造 へ！

「正しさ」 と 懐疑の視点 を！

「正しさ」が真の解ではない！



ｅラーニング
マーケット



グローバルｅラーニング市場の伸び

20232021202020192018

31.8

単位：兆円

17.7 世界のｅラーニングマーケット全体
前年のレポートでは伸長率は５％

年間成長率10.3 %

出典：Docebo 「E-Learning Trends 2019」より



企業ｅラーニングの市場

年平均成長率

出典：Docebo 「E-Learning Trends 2019」より

11.4%
２０２２年

3.2兆円へ

20222021202020192018

3.2

1.9



まさかの出来事



２０２０．４．７
「緊急事態宣言」発令



コロナ禍における社会状況

テレワークで、通勤定期券は廃止

入社式、会議はオンラインで

新人研修は自宅でｅラーニング

トランプ大統領は・・・



集合研修からｅラーニングへ

とにかく

何として
も



Crisis Shapes History

危機が歴史を作る



突貫工事によるｅラーニングでは

学習者学習者

ネット上にある学習コンテンツ

確認テスト講義を撮影
した映像



コロナ禍において
有識者は何を語ったのか



2020.5.19 ＮＨＫ ニュースウォッチ９

熊本大学
教授システム学 研究センター長

鈴木克明 教授
今までの授業をそっくり同じもの
をオンラインで展開しようというこ
とは効果的でもなく、芸術的でも
ない。
むしろ、違うカタチでの教育をど
うやって確保していくのか、
発想の転換が必要



2020.6.26 読売新聞 「新型コロナ 読売提言」

東京工業大名誉教授
赤堀侃司氏

小学校低学年は、年齢的に
遠隔授業だけでは学習が成立し
ない。
体を動かし、実物を見て、触っ
て感じるという体験が不可欠だ。
動植物の画像を見ても、生き
物とは何か、という概念を蓄積で
きない。

【新型コロナ 読売提言 識者に聞く４】より抜粋



2020.8.21 読売新聞「語る コロナと政治」

前早稲田大学総長
鎌田薫 氏

一方的に映像を流すのではなく、
質問を受け付ける態勢を合わせ
て整える。
双方向性を確保する、ＳＮＳ
などで議論する場を設ける。
オンライン講座で、教師を交え
て議論することで、理解を深める。

【語る コロナと政治】より抜粋



2020.9.7 日本経済新聞 「Biz Frontier」

日本経済新聞
スマートフォンやタブレットを活
用した個別の実践型研修に
軸足が移っている。
「新常態（ニューノーマル）」を
見据え、オンラインを駆使した
「学び方改革」が始まった。

【Biz Frontier 社員の学び方改革】より抜粋



有識者からの導き

講習（講義）をそっくり映像化してもダメ1

体得し、経験し知識を獲得せよ2

議論の場、人と繋がる場を用意せよ3

スマホ（ＩＣＴ）活用し実践的な課題解決に迫れ4



コロナ禍でどうやったの？

新入社員研修の事例から



講習をマイクロコンテンツ化しスマホで学習

ログイン画面 トップ画面

学習画面（動画視聴、テスト問題）

アイコン



出欠確認による集合研修ライクの演出

打刻機能

１ヵ月ごとの
出退勤管理
機能



管理者から見える出欠状況

担当する部下や、
クラス受講者の

日ごとの出退勤一覧

日ごとに出退勤の
一覧を出力

CSVやPDF形式で



報告書（日報、月報）を相互に評価

受講者が提出した
報告書

上司、担任、講師に
よるコメント入力欄
※何人でもコメント欄

追加可能
グループワークでは、メンバーの意見を取り入れた議論を通して、研修の目標達成に貢献している様
子が見られました。

外国籍メンバーの言葉の壁についても、翻訳ツールを活用して対応できていました。このノウハウは、
他のチームにも共有して欲しいと思いま。



報告書の状態を管理し対応する

提出された報告書の
状態を確認
・提出したのか
・コメント返したか
・コメント確認したか

報告書を一覧を出力
CSVやPDF形式で



アフターコロナ／ウィズコロナ
のオンライン研修



エデュケーション（教育）から ラーニング（学習）へ

エデュケーション ラーニング

動画

Book

書籍・資料

コミュニティ 勉強

先生から教わる、先生が教える
受け身

探す、調べる、つながる、聴く
自ら獲得する

置換え
でなく



ＬＭＳからラーニングプラットフォームへ

・用意されたコンテツ群から学ぶ
・コンテンツを選び、学ぶ
・テストで採点
・フォーマルな学びを実施

用意された学習コンテンツによる学び

・学習者中心にインフォーマルラーニング
・経験をし、蓄積し、交換し合い、つながる場へ



コルブの経験学習論（鈴木克明教授によるご指導）
経験や体験をすることで自分なりの理論を紡ぐのが学習

出典：「アウトプットをデザインする」熊本大学教授 鈴木克明 ラーニングイノベーション２０１９ 特別セッションより



ｅラーニング専門家
の育成



どうして座学のように盛りあがらない？

どうして退屈なコンテンツといわれる？

どうしてシステムがうまく使えない？

eラーニングプロフェッショナルに
求められる専門知識、スキル



eラーニングプロフェッショナル(eLP)資格制度

資格取得者数
合計 １，８５８名（延べ人数）

２０２１年２月時点

e-Learning Professional

ICT時代の教育専門家はニューテクノロジー
そのものではなく、ニューテクノロジーが学
習者の可能性をどう変えるのかについて知ら
なければならない。

Joel Greenberg, UK Open University

7つの資格取得のためのeラーニングコースを、
eLC有識者及び熊本大学大学院教授システム
学専攻との連携で提供



eラーニングプロフェッショナルの守備範囲

教育

ICT
ビジネス





eLPベーシック

対象者

⚫初めてeラーニング関連の

業務を担当することになった

企業・教育機関・公共機関の方

⚫ eラーニングの基礎知識を

体系的に学んだことのない方

⚫ eラーニング関連ベンダーの

新入社員、eラーニングを提供

する高等教育機関の新人職員



eLPベーシック

ゴール

⚫ eラーニングの企画・開発・
運用に必要な知識とスキル、
プロセスが説明できる。

⚫ eラーニングの魅力と効果、
従来のラーニングとの違いを
示すことができる。

⚫ 高品質なeラーニングを実現
するための最新の技術、
情報モラルを知ることができる。



ARCSモデル
＜ID入門＞

ビデオコンテンツ
＜ラーニングテクノロジー入門＞

音楽の著作物の利用
＜eラーニングのコンプライアンス＞

モバイルラーニング
＜人材育成とeラーニング＞

システム・コンテンツの調達法
＜eラーニングプロジェクト入門＞



最後に



菅総理大臣の目指す社会像

自助・共助・公助



アフターコロナ／ウィズコロナのオンライン研修

自学・共学・向学



日本イーラーニングコンソシアム
ご遠慮なくご相談下さい

https://www.elc.or.jp

ご清聴ありがとうございました


